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北海道における放射線量率の分布及び人工放射性核種の動態について
　　　　　　　　　　　　（2006～2008年，宗谷・留萌地域）
　　　　Distribution　of　the　Radiation　Dose　Rate　in　the　Air　and　the　Level
of　Artificial　Radioactive　Nuclides　in　Hokkaido（2006－2008，　Soya－Rumoi　Region）
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We　investigated　the　radiation　dose　rate　in　the　air　above　grasslands　and　the　colltellts　of　radio－
nuclides　in　the　environmental　samples（soil，　grass，　feed，　cow’s　milk）in　Soya－Rumoi　region　from　the
year　2006　to　2008．
　The　following　was　the　result　obtained　regarding　the　local　feature　of　environmental　levels　of　the
radioactivity．
1．The　radiation　dose　rate　in　the　air　was　ranged　from　20　nGy／h　to　55　nGy／h　above　the　grasslands．
2．137Cs　contents　were　ranged　from　ND　to　O．62　kBq／m2　at　depth　of　O－5　cm，　and　from　ND　to　2．85　kBq／
　m2　at　depth　of　5－20　cm　in　soil　samples．
3．137Cs　contents　were　ranged　from　ND　to　O．794　Bq／kg，　arld　goSr　were　ranged　from　O．094　Bq／kg　to　O．216
　Bq／kg　in　grass　samples．
4．137Cs　contents　were　ranged　from　ND　to　O．133　Bq／kg，　and　90Sr　were　ranged　from　O．295　Bq／kg　to　O．728
　Bq／kg　in　feed　samples．
5．137Cs　contents　were　ranged　from　ND　to　Oユ51　Bq／L，　and　90Sr　were　ranged　from　O．022　Bq／L　to　O．037
　Bq／L　in　cow’s　milk　samples．
　All　these　levels　were　within　ordinary　ranges．
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目 的
　1950～60年代に頻繁に行われた大気圏内核爆発実験に
よって，大量の人工放射性核種が環境中に放出された1）．
成層圏に達した放射性核種は放射性フォールアウトとして
陸上及び海上に降下し，比較的半減期の長いセシウムー137
（137Cs：半減期30．04年）やストロンチウムー90（90Sr：半
減期28．74年）などは，今日においても環境中に存在して
いる2）．また，1986年4月のチェルノブイリ原子力発電所
事故により放出された人工放射性核種は，旧ソ連地域と中
部及び東部ヨーロッパ諸国に多く降下し深刻な被害を与え
たが，事故の数日後には約8，000km離れた北海道でもこ
の事故由来と考えられる放射性核種（ヨウ素一131や
137Cs，90Srなど）が降雨や牛乳，牧草などの環境試料か
ら検出された3）．
　日本の約22％の面積を有する北海道において，平常時
の人工放射性核種のレベルを地域ごとに把握しておくこと
は，原子力発電所事故や核爆発実験，放射性廃棄物の不法
投棄などの非常事態に迅速かつ適切な対応を行うためにも
有用であると思われる．本調査研究は，北海道各地域の大
気の放射線量率の分布及び環境試料中の137Cs，90Sr等の
レベルを把握し，北海道全域におけるそれらの詳細な分布
図を作成することを目的としており，これまでに根釧地域
（1995～1999年）4），オホーツク海沿岸地域（2000～2002
年）5），道南地域（2003～2005年）6）について調査を行って
きた．2006年からは宗谷・留萌，十勝，上川・空知，日
高・胆振地域の調査を計画しており，本報では2006～
2008年に行った宗谷・留萌地域における調査結果につい
て報告する．
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方 法
1．調査の概要
　2006年は稚内市と幌延町，2007年は猿払村と枝幸町，
2008年は苫前町と天塩町を対象とし，その地域における
典型的な酪農家の協力を得て，牧草が生育して最初に刈り
取られる6月に調査を実施した．また，岩見沢市（1999～
2006年），東神楽町（2002～2006年），由仁町（2007～
2008年），当別町（2007～2008年）において，それぞれ同
一牧場を定点調査の対象とした．携帯型シンチレーション
サーベイメータを用いて，牧草地における空間放射線量率
の水平分布を測定し，環境試料として土壌，牧草，牛乳を
採取するとともに，乳牛に与えている配合飼料も分析対象
とした．試料は灰化やふるい分けなどの前処理の後，ゲル
マニウム半導体検出器によるガンマ線放出核種分析を行い，
牧草，牛乳，配合飼料については放射化学分析による90Sr
の分析を行った．
2．空間放射線量率の測定と試料採取
　既報4－6）と同様，100m四方の牧草地を25mごとに区
切り，計25地点の空間放射線量率を地表から1．2mの高
さで測定した．空間放射線量率が最高値を示した地点
（H）と最低値を示した地点（L）において，牧草及び深
度別の土壌（0～5，5～10，10～20，20～30，30～40，
40～50cm）を採取した．また，牧場では牛乳と乳牛に与
えている配合飼料を採取した．
3．分析方法
　既報4　6）と同様の分析方法で，土壌のカリウムー
40（40K），タリウムー208（208Tl），ビスマスー214（214Bi）
及び137Cs，牧草のベリリウムー7（7Be），40K，137Cs及
び90Sr，牛乳中の40K，137Cs及び90Srを測定した．また，
カルシウム濃度は，原子吸光分光光度計を用いて測定し，
カリウム濃度はガンマ線核種分析によって得られた40K濃
度を元に，40Kの同位体存在比（0．0117％）7）から求めた．
（D　空間放射線量率の測定
　シンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－166
（2）ガンマ線放出核種分析
　検出器：ゲルマニウム半導；体検出器ORTEC　GEM－
　40190，GEM－25185，　GEM－25
　多重波高分析器：セイコーEG＆G7800，7700，7600
　解析用プログラム：セイコーEG＆G環境ガンマ線核
　種分析システム（平成2年度版，平成19年度版）
　しゃへい体：東京しゃへいLBL，　LBV－1－3
（3）90Srの放射化学分析
　2π一ガスフロー二曲バックグラウンド放射能自動計測
　装置：アロカLBC－471－Q　　　　　　　　　　　　瞭
（4）カルシウムの定量
　原子吸光光度計：Varian　Spectra　AA220，　Hitachi　Z－
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Fig．1　Horizontal　Distributions　of　the　Radiation　Dose　Rate（nGy／h）
　　　in　the　Air　above　the　Grassland　at　Intervals　of　25　Meters
　　　　　【＝】The　highest　radiation　point　of　the　area　tested
　　　　　□The　lowest　radiation　point　of　the　area　tested
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結果及び考察
1．牧草地における空間放射線量率
　各調査地点において，牧草地100m四方を25　m間隔で
25区画に分けて測定した空間放射線量率の水平分布を
Fig、1に示す．各地点の空間放射線量率の範囲は，稚内市
25～35nGy／h，幌延町20～32　nGy／h，猿払村30～37
nGy／h，枝幸町40～45　nGy／h，苫前町40～55　nGy／h，天
塩町35～42nGy／hであった．これまで（1995～2005年）
の調査結果とあわせて，牧草地における空間放射線量率の
範囲をFig．2に示す．岩見沢市（1999～2006年），東神楽
町（2002～2006年），由仁町（2007～2008年），当別町
（2007～2008年）の放射線量率は，同一牧草地内の1地点
において経年的に測定した線量率の範囲である．また札幌
市については同一地点（未耕地）で測定した線量率の範囲
（1996～2007年）である．各地域の放射線量率の範囲は，
道東地域19～31nGy／h（3地点）4），オホーツク沿岸地域
30～60nGy／h（6地点）5），道南地域10～52　nGy／h（6地
点）6），宗谷・留萌地域20～55nGy／h（6地点）であった．
文部科学省が47都道府県に委託して行っている環境放射
能水準調査の結果2）と比較すると，2007年6月の全国の．
調査地点の放射線量率の範囲は10～104nGy／hで，本調
査のこれまでの結果で比較的高かったオホーツク沿岸地域
も日本における通常の範囲内であった．
2．土壌中の放射性核種濃度
　調査期間内に採取した牧草地の土壌についての，採取深
度，採取面積，採取量，乾燥細土率，40K，　K，2D8Tl，
214ai，137Csの測定結果をTable　1に示す．自然放射性核
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Fig．2　Radiation　Dose　Rate　Range（nGy／h）in　the　Air
　　　lnvestigated　in　1995－2008
Wakkanai，　Horonobe，　Esashi，　Sarufutsu，　Tomamae，　Teshio，
Toubetsu　and　Yuni；2006－2008
＊1995－1999；ref．4，＊＊2000－2002；ref．5，宰＊半2003－2005；ref．6
種である208Tl，214Bi，40Kの濃度はそれぞれ8．o～36．8
Bq／kg，7．4～27．5Bq／kg，32～477　Bq／kgで，これまで
の調査結果（それぞれ5．5～47．8Bq／kg，　ND～28．6Bq／
kg，100～580　Bq／kg）4－6）と同程度であった．また137Cs
の濃度はND～33．3Bq／kgで，表層から20　cmまでの層
に多く蓄積する傾向にあったが，苫前町のL地点ように深
度によらず分布する例もみられた．地表に降下した137Cs
Table　l　Vertical　Distribution　of　the　Radionuclides　in　Soil　Samples　of　the　Grassland
Depth　Collected　Area　Dried　soil　Dried　　　40K　　　　　K
c皿　　　　date　　cm2　　　g　　　rate　　Bq／kg　　　g－K／kg
2。8Tl
Bq／k9
214Bi
Bq／kg Bq／kg
137bs
Bq／9－K kBq／m2
Wakkanai（しり
　0－　5　　’06　6．14
　5－10
　10－20
　20－30
　30－40
　40－50
Wakkanai（H＊＊）
　0－　5　　’06　6．14
　5－10
　10－20
　20－30
　30－40
Horonobe（Lっ
　0－5　℃66．14
　5－10
　10－20
　20－30
　30－40
　40－50
Horonobe（H＊つ
　0－　5　　℃6　6．14
　5－10
　10－20
　20－30
　30－40
　40－50
39．3
33．0
19．8
19．8
19．8
13．2
39．3
33．0
19．8
19．8
19．8
39．3
33．0
19．8
19．8
19．8
19．8
39．3
33．0
19．8
19，8
19．8
19．8
65．53
160．7
134．5
211．5
188．5
144．1
72．23
150．2
205，7
190．0
219．2
85，72
61．17
150．2
36．75
31．79
20．15
153．5
183．5
137．3
114．1
146．6
169．6
0．519
0．684
0．607
0．681
0．638
0．668
0．535
0．668
0．692
0．689
0．694
0．314
0．277
0．494
0．152
0．086
0．070
0．667
0．753
0．672
0．592
0．628
0，617
208±6
313±6
263±6
329±6
402±6
387±6
293±6
355±6
361±6
388±6
424±6
178±6
168±6
98±4
64±5
43±5
32±7
397±7
445±7
356±7
347±7
409±7
409±7
6．7±0．2
10．1±0，2
8．5±0．2
10．6±0．2
13．0±0．2
12．5±0．2
9．5±0．2
11．5±0．2
11．6±0．2
12．5±0．2
13．7±0．2
5．7±0．2
5．4±0．2
3．2±0．1
2，1±0．2
1，4±0．2
1，0±0．2
12．8±0．2
14．4±0。2
11．5±0．2
11．2±0．2
13．2±0．2
13．2±0．2
14．5±0．9
20．7±0．8
18．7±0．8
21．3±0．8
18．8±0．7
22．2±0．7
20．0±　0．9
22．7±0．8
22．2±0．8
23．5±0．8
23．2±0．8
17．6±1．1
19．4±1．1
12．7±0．8
12．7±二1．2
8，1±1．4
8．0±1．8
24．5±0．9
28，2±0．8
24．5±0．9
23．8±0．9
24，2±0．9
26．6±0．9
13．4±0．7
17．1±0．6
15．2±0．6
18．9＝量＝0．6
16．5±0．5
18．4±0．6
16．0±0．7
19．3±0．6
19．1±0．6
20．2±0．6
21．1±0．6
11．9±0．8
11．0±0．8
8．0±0．5
7，5±：0．9
7．4±1．0
8．9±1．4
21．7±0．7
22．7±0．6
20，2±0．7
25，3±0．8
25，6±0．7
27．5±0．7
7．54±0．39
12．18±0．36
33．29±0．55
6，72±0．29
1．03±0．17
0．91±0．20
12．04±0．40
12．39±　0．36
7．09＝±＝0．30
7．94±0．29
　ND
28．27」＝0．61
24．93±0．56
12．60±0，34
4．91±0，38
1．68±0．40
2．16±0．50
10．86±0．36
12．73±0，35
30，51±0．54
3．98±0．29
　ND　ND
1，12±0．06　　　0．126±0．007
1．21±0．04　　　0．593±0．018
3．93±0．07　　　2．261±0，037
0．63±0．03　　　0．718±0．031
0．08±0．01　　　0．098±0．016
．07±0．02　　　0．099＝ヒ0．022
1．27±0．04　　　0．221±0．007
1．08±0．03　　　0．564±0．016
0．61±0．03　　　0．737±0．031
0．63±0．02　　　0．762±0，028
4．93±0．19
4．61±0．19
3．97±0．18
2．38±0．27
1．22±0．33
2．09±0，65
0．85±0．03
0．89　±0．02
2．66±0．05
0．36±0．03
0．617±0．013
0．462±0．010
0．956±0．026
0．091±0．007
0．027±　0．006
0．022±0．005
0．424±0．014
0．708±0．019
2．116±0．037
0．229±0．017
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Table　1　　（continued）
Depth　Collected　Area　Dried　soil　Dried　　　40K　　　　　K
cm　　　　date　　cm2　　　g　　　rate　　Bq／kg　　g－K／kg
2。8Tl
Bq／kg
214ai
Bq／kg Bq／kg
137bs
Bq／9－K kBq／m2
Sarufutsu（L＊）一
　　〇一　5　　’07　6．12
　　5－10
　10－20
　20－30
　30－40
　40－50
Sarufutsu（H＊＊）
　　P－　5　　’07　6．12
　　5－10　　，
　10－20
　20－30
　30－40
　40－50
Esashi（L＊）
　　0－5　’076．12
　　5－10
　10一20
　20－30
　30－40
　40－50
Esashi（H＊＊）
　　0－5　’076．12
　　5－10
　10－20
　20－30
　30－40
　4研50
TOmamae（L＊）
　　0－　5　　℃8　6．10
　　5－10
　10－20
　20－30
　30－40
　40－50
Tomamae（H＊＊）
　　0－5　’086．10
　　5－10
　10－20
　20－30
　30－40
　40－50
Teshio（しつ
　　0－5　’086．11
　　5－10
　10－20
　20－30
　30－40
　40－50
Teshio（H．串っ
　　0－5　’086．11
　　5－10
　10－20
　20－30
　30－40
　40－50
1wamizawa
　　O－5　’066．8
Higashikagura
　　O－5　．’066．．9
YUni
　　O－5　’076．6
　　0－5　’086．3
Toubetsu
　　O－5　’076．6
　　0－5　’086．3
39，3　　　153．2　　　　0．577
33．0　　　109．9　　　　0．597
19．8　　　131．8　　　　0．570
19．8　　　130．9　　　　0．511
19．8　　　180，4　　　　0．52．9
19．8　　　199．0　　　　0．610
39．3　　　148．0　　　　0．638
33．0　　　137．5　　　　0．658
19．8　　136．2　　　0，637
19．8　　129．4　　　0．594
19．8　　　146．4　　　　0．602
19．8　　　177．4　　　　0．613
39．3　　　161．4
33．0　　　172．7
19r8　　　225．0
19．8　　　175．3
19．8　　253．4
19．8　　　！92．8
334±6　　　10．8±0．2
341±6　　　11．．0±0．2
357±6　　　11，5±　0．2
344±6　　　11．1±0．．2
3 3±6　　12．7±0．2
422±6　　　13．6±0，2
63±7　11．7±0．2
369±＝7　11，9±0．2
43±6　　　11．1±0．2
310±6　　　10．0±0．2
377±7　　　12．2±0，2
397±6　　　12．8±0．2
0．592　　　379±7
0．781　　　389　±6
0．740　　　409±7
0．727　　　388±6
0，683　　　401±7
0．674　　　419±7
39．3　　　143．3　　　　0．695
33．0　　　149．3　　　　0．667
19曾8　　　154．9　　　　0．558
19．8　　　155．3　　　　0．586
19曾8　　　170．6　　　　0．552
19．8　　　．217．7　　　　0．596
39．3　　　　212，0　　　　0．729
33．0　　　235．0　　　0．787
19．8　　　265．7　　　0．784
19．8　　　265．2　　　0．797
19．8　　　255．3　　　0．794
19．8　　　228．1　　　0．792
39，3　　　　194．3　　　　0．717
33．0　　　　185．6　　　　0．773
1．X．8　　　　250．7　　　　0．785
19．8　　　　212．7　　　　0．793
19．8　　　　209．8　　　　0．752
19．8　　　206．7　　　0．736
39．3　　　143．9　　　0．615
33．．0　　　244．5　　　0．803
19．8　　　　282．6　　　　0．824
19．8　　　　305．9　　　　0．828
19．8　　　290．3　　　0．843
19．8　　　　353．0　　　　0．843
39．3
33．0
19．8
19．D8
19．8
19，8
124．2
186．2
226．5
2．92．0
265．4
210．1
0．309
0．747
0．752
0．771
0．759
0．739
20．5±0．8　　13，9±二〇．6
21．3±0．8　　　14，0±0．6
2 ．3±0．8　　13，2±0．6
20，0±0．8　　　14，0±0．6
22．ユ＝ヒ0．8　　　13．0±0．5
20．5±0．7　　　12．9＝量＝0．5
24，0±O．9　　　16．2＝ヒ0．6
23，3±0．9　　14，3±0．6
23．5±0．9　　14．4±0．6
20．1±0．8　　12．7±0．5
2 ，7±0．8　　13，0±0．6
24．1±0．8　　　1．3．5±0。5
12．2±0，2　　　28，2±0．9　●　20．2±0．6
12．5±0．2　　30．1±0．9　　20．1±0．6．
13．2＝ヒ0．2　　31．4±0．9　　21．9±0．6
12．5±0，2　　29．6±0．9　　18．9±0．6
12．9±O，2　　28．8±0，9　　21．7±0．6
13．5±0．2　　　32．5±0．9　　　19．6士0．6
398±7　　　12．8±0，2
406±7　　13．1±0．2
413±7　　　13．3±0，2
397±7　　　12．8±0．2
439±7　　　14．2±0．2
427±6　　　13．8±0．2
428±7　　　13．8±0．2
449±7　　　14．5±0，2
440±7　　　14．2±0．2
43 ±7　　　14．1±0．2
435±7　　　14．0±0．2
454±7　　　14．6±0．2
453±7　　　14．6±0．2
452±7　　　14．6±0．2
4 4±7　　　14．6±0．2
450±7　　　14．5±0，2
455＝ヒ7　　　14．7±0，2
453±7　　　14．6±0，2
398±7　　　12．9±0．2
4．17　±　6　　　13．4　±　0，2
4 6±6　　　14．4±0．2
445±6　　　14．3±0．．2
477±7　　　15．4±0，2
464±6　　　15．0±0．．2
383±：7
436±7
433±7
435±7
434±7
414±7
12．3±0．2
14．1±0．2
14．0±0，2
14．0±0．2
14．0±0．2
13．4±0．2
29．6±0，9　　　20．1±0．6
29．9±0，9　　20．3±0．6
30．9±0．9　　　19．9±0．6
31．0±0．9　　　18．2±0．6
34．0±0．9　　　18．6±0．6
31．0±0．8　　　17．3±0．6
9．04±0，32　　　0．84ゴ＝0．03　　　0．352±0．012
10．31±0．33　　　0．94±0．03　　　0．343±0．011
6．86±0．30　　0．60±0．03　　0．457±0．020
4．44±0．26　　0．40±0．02　　0．294±0．017
1．91±0．20　　　0．15±0．02　　　0．174±0．019
　　ND
7．04±0．30　　　0．60±0．03　　　0，265±0．011
8．07±0．32　　　0．68±0．03　　　0．336±0，013
5．86±0，29　　0，53±0．03　　0．403±0．020
8．53±0．30　　　0．85±0．03　　　0，557±0．020
4，60±0．27　　0．38±0．02　　0，340±0．020
　ND
5．6 ±0．28　　　0．46±0，02　　　0．232±0．012
7 59±0．．29　　0．61±0．03　　0．397±0．015
4．53±0．2．6　　　0．34±0，02　　　0．514±0．030
6．90±0．．28　　0．55±0．02　　0．611±0．025
1，80±0．23　　　0．14±0．02　　　0．230±0．030
　ND
4，92±0．29　　0．38±0，02　　0．．179±0．011
4．27±0．27　　0．33±0．02，　0．193±0．012
2．81±0．23　　　0．21±0，02　　　0．220±0．018．
2．35　±　0．22　　　0．18±0．02　　　0．184　±0．01．8
　ND　ND
27．5±0．9　　　17．6±0．6　　　6．73±0．30
28．9＝ヒ0．9　　　18．1±0．6　　　　6．60±0．28
30．6±0．9　　17．8±0．6　　　7．13±0．28
29．7±0．9　　　18．9±0．7　　　　6．16±0．27
30．6±0．9　　18．4±0．6　　　4．97±0．26
30．0±0．9　　19．2±0．6　　　6．66±0．．28
31．9±1．0　　　19．1±0．7
3 ．1　±　1．0　　　19．9　±0．7
．33．工　±＝1．0　　　18．6　±　0．7
3 ．3±1，0　　20．9±0．7
33．5±　1．0　　　20．4±0．7
36．8±1．0　　20．7±0．7
2 ．5±0．9　　　15．9±0．7
3．8±0．8　　　18．9±0．6
23．5±0．8　　　17．5±0．6
23．0±0．8　　17．3±0．6
20．9±0．8　　　17．4±0．6
21．9±0．8　　　16．3±0．6
23．2±1，0
24．1±0．9
28．3±0．9
25，7±0．9
27，9±0．9
24．5±0．9
15．7±0．7
19．4±0．6
19．8±0曾7
20．4±0．6
18．8±0．6
15．7＝ヒ1．1
．49±0．02　　　0．363±0．016
0．46±0．02　　　0．470±0．020
0．50±0．02　　　0，957±0，038
0．44±0．02　　　0．825±0．036
0．35±0．02　　　0．641±0．034
0．46±0．02　　　0．768±0．032
8．91±0．32　　　0．61±0．02　　　0．4．40±0▼016
8．73±　0．31　　　0．60±0．02　　　0．491±0，018
8．27±0．31　　0．57±0．02　　1．047±0．039
8．98±0．32　　　0．62±0．02　　　0．965±0．034
3．17±0．25　　　0．22±0．02　　　0．336±0．027
　ND
ND
ND
ND
ND
ND
ND
0．98±　0．24
0．87±0．21
1．28±0．22
1，17±0．22
1．22±0．20
0．69±0．20
0．08±0．02
0．06±0，02
0．09±0．02
0．08±0．02
．09±0．01
．05±0．02
0．D031ニヒ0．007
0．049±0．012
0．146±0．025
0．173±0．032
0．163±0．027
0．073±0．022
39．3　　　　159．2　　　　0．815　　　343±6　　　11，1±0．2　　　22．3±0．8　　　20．0±0．7　　　20．31±0．45　　　1．83±0，04　　　0．823±0．018
39．3　　　124．8　　　0．572　　　331±6　　　10．7±0．2　　　37，9±1．0　　　22．9±0．7　　　　1．71±0．24　　　0．16±0．02　　　0．054±0，008
39．3　　　　186．0　　　0，663　　　320±6　　　10．3±0，2　　　23．1±0．8　　　14．7±0，6　　　　2．42±0．23　　　0．23±0．02　　　0．115±0．011
39．3　　　234．2　　　　0．722　　　350±6　　　11．3±0．2　　　17．5±0．8　　　1．2．6±0．6　　　　2．89±0．22　　　0．26±0．02　　　0．172±0．013
39．3　　　251．2　　　0．845　　　489±7　　　15．8±0．2　　　21．2±0，8　　　16．6±0．5　　　11．87±0．32　　　0．75±0、02　　　0．759±0．021
39．3　　　　238．2　　　　0．757　　　470　±7　　　15．2±0，2　　　18．1　±0．8　　　13．0＝ヒ0，6　　　11．15±　0．33　　　0，74±0．02　　　0．676±0．020
ND．：〈the　detectable　leve1（0．5－0，7　Bq／kg）
　＊：Lmeans　the　lowest　radiatioll　point　of　the　area　tested．
＊＊：Hmeans　the　highest　radiation　pQint　of　the　area　tested．
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は表層に捕捉されやすく，未耕地では深度とともに濃度は
低下するが8），耕地では客土や掘り返しなどの影響で
40～50cmの深度でも表層と同程度となる場合もある4－6）．
　0～5cm及び5～20　cmの深度における土壌中の単位
面積当たりの137Csの含有量を，1995～2005年の調査結果
とあわせてFig．3に示す．137csの濃度は表層（o～5
cm）でND～0．62　kBq／m2，それより深い5～20　cmの
層ではND～2．85　kBq／m2であった．空間放射線量と同
様に2007年の文部科学的の全国調査2）と比較すると，全
国調査では0～5cm及び5～20　cmの深．度での最大はそ
れぞれ1．45kBq／m2，3．10　kBq／m2であり，日本におけ
る通常の範囲内であった．
3．牧草中の放射性核種濃度
　調査期間内に採取した牧草についての，灰分，K，　Ca，
7Be，137Cs，90Srの測定結果をTable　2に示す．7Beは宇
宙線が大気中の窒素や酸素に衝突することによって生成す
る核種である．今回の調査における7Beの濃度は3～18
Bq／kgで，これまでの調査結果（1～25　Bq／kg）4『6）と同
程度であった．牧草中の137Csと90Srの濃度を，
1995～2005年の調査結果とあわせてFig．4に示す．牧草
中の137Csと90Sr濃度はそれぞれND～0．794　Bq／kg，
0．093～0．216Bq／kgで，道東地域と比較すると低い傾向
であった．
4．配合飼料中の放射性核種濃度
　採取した配合飼料についての，灰分，K，　Ca，137Cs，
90rrの測定結果をTable　3に示す．今回の調査における配
合飼料中の137Cs及び90Srの濃度は，それぞれND
Horonobe
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Fig．3　137Cs　Contents　in　Soil　Samples　lnvestigated　in
　　　1995－2008
Wakkanai，　Horonobe，　Esashi，　Sarufutsu，　Tomamae，　Teshio，
Toubetsu　and　Yuni；2006－2008
Footnotes（＊，掌＊，＊＊っare　the　same　as　shown　in　Fig．2，
～0．133Bq／kg，0．295～0．728　Bq／kgで，1995～2005年
に行った配合飼料中の原料ごとの調査結果（137Cs：ND
～0．508Bq／kg，90Sr：ND～7．530　Bq／kg）4－6）と同程度
であった．
Table　2　7Be，137Cs　and　goSr　Contents　in　Grass　Samples
Collected　　Ash　　　　K　　　　Ca　　　　　7Be
　date　　g－ash／kg　g－K／kg　g－Ca／kg　　　Bq／kgB
137Cs
Bq／9－K Bq／kg
90rr
Bq／9－Ca
Wakkanai（しり
Wakkanai（H＊＊）
HorOIlobe（L＊）
Horonobe（H＊＊）
SarufutSu（L＊）
Sarufutsu（H＊＊）
Esashi（Lっ
Esashi（H串＊）
Tomamae（L＊）
Tomamae（H＊り
Teshio（L＊）
Teshio（H＊＊）
Iwamizawa
Higashikagura
Yuni
　〃
Toubetsu
　〃
’066．14
’066．14
’066．14
’06　6．14　．
℃76．12
’076．12
’076．12
℃76，12
℃86．10
’086，10
’086．11
’086．11
’066．8
’066．9
’076，6
’086．3
℃76．6
℃86．3
11．35
7．90
8．41
11．62
11．95
12．49
11．53
8．79
13，20
12，78
13．23
13．88
11．03
13．84
12．53
13．65
16．91
12．84
3．700
2．590
1．470
2．180
4．015
4．099
3，389
3．284
3．862
3．853
3．919
4．787
3．380
4．500
3．714
4．644
4．865
3．859
0．281
0．226
0．353
0．434
0．434
0．338
0．368
0．250
0．482
0．406
0．430
0．368
0．378
0．332
0．266
0．369
0．311
0．270
4．78±0．14
3．93±0．13
3．92±0．14
3．46±0．15
5．86±0．16
2．98±0．13
5．67±0．17
5．03±0．13
10．16±0．16
8．77＝±：0．17
13．74」＝0．20
18．46±0，23
5．45±0．15
9．27±0．18
4．72±0．19
5．21±0曾15
4．27±0，20
6．14±Or13
0．039±0．008
0．039±．0．007
0．794±0．015
0．273±0，011
0．060±0．009
　　ND
O．030±0．010
　　ND
O．072±0．008
0．030±0．010
　　ND
　　ND
O．027±0．008
　　ND
　　ND
　　ND
　　ND
　　ND
．011±0．002
0．015±0．003
0．541±0．011
0．125±0．005
，015±0．002
0．009±0．003
．019±0．002
0．008±0．003
．008±0．003
．168±0．013
．153±0．010
0．194±0．013
．094±0．011
．198　土0．012
0．213±0．O14
．159士0．012
0．179　±0．011
．216±0．015
．150±0．013
0，！06±0．012
0．093±0．012
，211±0．013
0．115±0，012
0，050±0．009
0．031±0．007
09190±0．O18
0．118±0．012
0．597±0．046
0．680＝ヒ0．045
0．551±0．038
0．217±0．024
0．456±0，028
0．631±0，042
0．433±0．032
0。717±0，045
0曾449±0．031
0．371±0．032
0．247±0，029
0．253±0．033
0．559±0．035
0．346±0．037
．188　±　0．033
．083　±＝0．020
0．610±0．059
0．437±0．044
ND：＜the　detectable　leve1（0．02－0．04　Bq／kg）
　＊：Lmeans　the　Iowest　radiation　point　of　the　area　tested．
＊＊：Hmeans　the　highest　radiatiQn　pGint　of　the　area　tested．
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Fig．4　137Cs　and　goSr　Contents　in　Grass　Samples　lnvestigated　in　1995－2008
Wakkanai，　Horonobe，　Esashi，　Sarufutsu，　Tomamae，　Teshio，　Toubetsu　and　Yuni；2006－2008
Footnotes　e，＊＊，＊＊＊）are　the　same　as　shQwn　in　Fig．2．
Table　3　　137Cs　and　goSr　Contents　in　Feeds
Collected　　　　Ash　　　　　K　　　　Ca
　date　　　　g－ash／kg　　g－K／L　　g－Ca／LBq kg
137Cs
Bq／9－K Bq／kg
9。Sr
Bq／9－Ca
Wakkanai　’0606．14
Horonobe　　’0606．14
Sarufutsu　　　　’07　06．12
Esashi　　　　　’0706．12
Tomamae　　’0806．10
Teshio　　　　’0806．11
44．80
49．9
25．36
47．44
52．55
51．81
7．75
7．65
5．81
10．11
7．97
9．30
5．44
7．45
3．26
6．15
8．06
6．11
0．087±0．023
0．090±0．026
0．133±0，0！7
0．086±0．026
　　ND
O．087±0．026
0．011±0．003
0．012±0．003
0．023±0．003
0．008±0．003
0．009±0．003
0．343±0．033
0．432±0．035
0．728±0．032
0．295±0．032
0．395±0．038
0．338±0．040
0．063±0．006
0．058±0．005
0．224±0．010
0．048±0．005
0．049±0，005
0．055±0、007
ND：〈the　detectable　leve1（0．08　Bq／kg）
5．牛乳中の放射性核種濃度
　調査期間内に採取した牛乳についての，灰分，比重，K，
Ca，137Cs，90Srの測定結果をTable　4に示す．牛乳中の
137bsと90Srの濃度はそれぞれND～0．151　Bq／L，
0．022～0。037Bq／しであった．また，1995～2005年の調
査結果とあわせてFig．5に示す．2007年の文部科学省の
全国調査2）では，137Csと90Srの濃度の最大はそれぞれ
0．5Bq／L，0，035　Bq／しであり，今回の調査で最も高かっ
た値も日本における通常の範囲であった．
　今回の調査で137Csの濃度が最も高かった牛乳の預託実
効線量を算出した．預託実効線量は，食品摂取後，長期間
にわたって人体が受ける内部被ばくの影響を評価する基準
で，摂取後の50年間に受ける量を最初の1年間で受けた
として見積もる．
預託実効線量（mSv）＝0．001×m×d×p×a×f1×f2
　m：飲食物摂取量（g／日）
　d：摂取日数（日）
p：実効線量係数（mSv／Bq）
a：放射能濃度（Bq／kg）
f、：市場希釈係数
f、：調理等による減少補正
　対象とする食品の1日当たりの摂取量（牛乳：95．1g／
日）9）と摂取日数（365日），国際放射線防護委員会ICRP
で核種ごとに計算されている実効線量係数（137Cs：1，3×
10－5mSv／Bq）10）及び測定した放射能濃度（0．151　Bq／L，
比重1．035より1．46×10－4Bq／g）から，預託実効線量は
6．6×10一‘mSvと算出された．これは，我々が自然界から
1年間に受ける線量である2．4mSvの約1／36000程度の
線量である．
　今後は十勝，上川・空知，日高・胆振地域の調査を実施
し，北海道全域にわたる平常時の大気の放射線量率の分布
及び環境試料中の137Cs，90Sr等の分布図を作成する予定
である．
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Tab［e　4　137Cs　and　goSr　Contents　in　Cow’s　Milk　Samples
Collected　　　　Ash　　　　　K　　　　　Ca
　date　　　g－ash／kg　　g－KIL　　g－Ca／LBq
L37bs
Bq／9－K Bq／L
90rr
Bq／9－Ca
Wakkanai
Horonobe
Sarufutsu
Esashi
Tomamae
Teshio
Iwamizawa
Higashikagura
Yuni
　〃
Toubetsu
　〃
’066．14
’066．14
’076．12
’076．12
℃86．！0
’086．11
’066．8
’066．9
℃76．6
’086．3
’076．6
’086．3
7．13
7．38
7．57
7．23
7．55
7．50
7．32
7．58
7．61
7．54
7．28
7．43
1．41
1．56
1．56
L52
1．55
1．54
1．42
1．49
1．69
1．57
1．49
1．54
1．10
1．09
1．43
L43
1．18
1．21
0．042±0．006
0．151±0．007
0．040±0．006
　　ND
　　ND
　　ND
　　ND
　　ND
　　ND
O．026±0．005
0．027±0．006
　　ND
．030±0．004
．097±0．005
．025±0．004
．017±0．003
．018±0．004
．027±0．004
．025±0．004
．027±0．003
0．022±0塾003
0．037±0．004
0．028±0．004
．024±0．004
．023±0．003
，019±0．002
』16±0．002
．032±0．004
．023±0．003
ND＝〈the　detectable　level（0．02　Bq／L）
一lnot　measured
137CsB／L
／一K
めの　のロビ
圖
　む　ロむ　ビ
圏
T。，hi。曾
團魯
Hi　ashika　ra卓”率榊
ND－0．O15
ND－0．009
1欝i欝
　　　　　　　わ　撚　圖
90SrB／L
B／一Ca
　む　　　　　
團
H闘e
T。shi。曾
薩］噛
圓s增g
　　　　　Esashi
・，・7’鷺’
磐　，、
wakkanai
Coast　of　Okhotsk　Sea榊
ND－0．066
ND－0．045
Hi　ashika　ura帆榊
0．029－0．055
0．026－0．048
』》．　　　Coast　of　Okhotsk　Seaウ・
ND－0．033
ND－0．032
1bubetsu
ND－0．027
ND－0．018
ぴ
Ytmi
ND－0．026
ND－0．017
Eastern　Hokkaido串
Southem　Hokkaido榊
0．073－0．452
0．051－0．316
Iwamizawa申・嘔申・事申．
ND－0064
ND－0．042
σ
ND－0．023
ND－0．O19
Southem　Hokkaido榊’
0．019－0033
0．017－0．030
Eastem　Hokkaido噸
0．023－0．054
0．022－0．059
Iwanllzawa・・．．・．艸
ND－0．039
ND－0．035
Fig．5　137Cs　and　goSr　Contents　in　Cow’s　Milk　Samples　investigated　in　1995－2008
　Wakkanai，　Horonobe，　Esashi，　Sarufutsu，　Tomamae，　Teshio，　Toubet＄u　alld　Yuni；2006－2008
　Footnotes（牢，＊＊，＊＊＊）are　the　same　as　shown　in　Fig．2．
要 約
　2006～2008年に宗谷・留萌地域を対象地として空間放
射線量率，環境試料（土壌，牧草，配合飼料，牛乳）の放
射性核種含有量を調査し，以下の結果を得た．
1．牧草地における空間放射線量率は20～55nGy／hで
　あった．
2．牧草地における土壌中の137Cs濃度は0～5cmと5
　～20cmの深さで，それぞれND～0．62　kBq／m2，　ND
　～2．85kBq／m2であった．
3．牧草の137Cs及び90Sr濃度は，それぞれND～0．794
　Bq／kg，0．093～0．216　Bq／kgであった．
4．配合飼料中の137Cs及び90Sr濃度は，それぞれND～
　0．133Bq／kg，0．295～0．728　Bq／kgであった．
5．牛乳中の137Cs及び90Sr濃度はそれぞれND～0．！51
　Bq／L，0．022～0．037　Bq／しであった．
　これらの値は，これまでの調査や全国調査と同程度で
あった．
稿を終えるにあたり，本調査にご理解とご協力を賜りま
した関係各位に対して深謝いたします．
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